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＊　神戸大学大学院人間発達環境学研究科博士後期課程
2013 年 10 月 1 日　受付　（2014 年 ２ 月１日　受理）　

１．はじめに

　周知のように中国では今、高齢化が急速に進み、高齢者福祉が

大きな社会問題となっている。政府は 1983 年、高齢者対策を統

括する専門機関「老齢問題全国委員会」を発足させ、高齢者の「５

つの権利」として、①老有所養（扶養）、②老有所医（医療）、③

老有所為（社会参加・生きがい）、④老有所学（生涯学習）、⑤老

有所楽（趣味・娯楽）を保障する基本方針を揚げた。

　中国の高齢者問題に関する先行研究は、大きく３つの段階を経

て深化してきた。

　まず第１期は 2000 年以前で、社会学者である費孝通の理論に

依拠し、中国固有の「孝文化」を重視する立場から、家族扶養の

意義を強調する研究が数多く発表された１。ただし現実には、す

でに 2000 年以前から伝統的な扶養意識や慣習は衰退しつつあり、

経済・社会構造との関連を軽視した文化理論の限界は明らかで

あった。

　第２期は 2000 年以降で、伝統的な家族扶養の限界を指摘し、

国家・社会福祉の拡充を主張する研究が増加した２。ただしその

ほとんどは、福祉制度に視野を限定した理念・政策論争にとどまっ

ていた。

　そして第３期は 2009 年頃から、特に海外において、中国の高

齢者の生活や福祉の実態を把握する調査研究が徐々に蓄積されつ

つある３。政府が公表した概況的統計の分析にとどまらず、高齢

者自身に独自のアンケートやインタビューを行う調査研究が増加

してきている。公的な福祉制度が実際にどの程度、有効に機能し

ているのか、またどのような問題があるのか。それらを正しく捉

えるには、単なる制度・政策研究にとどまらず、高齢者の生活や

意識の実態把握が不可欠である。その意味で、近年の調査研究の

増加は、貴重な前進といえよう。

　しかし第３期の調査研究にも、不十分な点が少なくない。特に

大きな問題は、経済階層および地域的特性が十分に考慮されてい

ないことである。もちろん多くの先行研究は、中国における都市

と農村の差異・格差を自明の前提としてふまえている。しかし都

市・農村それぞれの内部にも、経済的格差・地域的特性は当然な

がら存在する。特に近年、市場経済化の進展に伴い、経済階層・

地域的特性に基づく格差・多様性はますます複雑化しつつある。

現代中国の高齢者問題は、もはや都市と農村といった大雑把な区

分にとどまらず、都市・農村内部の経済階層・地域的特性をキメ

細く把握しなければ、十分に捉えきれなくなっている。そしてそ
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要約：本稿の課題は、現代中国の都市における経済階層・地域的特性に焦点をあて、そこに居住する高齢者の生活と意識の実

態を明らかにし、問題を考察することにある。素材となる実態調査は、2011 年に西安市において、①富裕層が多く居住する「単

位社区」、②貧困層が多く居住する「混合型総合社区」、および③中間層が入居する民立民営施設で、計 26 名の高齢者に対し

て面接聞き取りの方法で実施した。調査対象者の生活と意識は、経済階層および居住地の地域的特性によって大きく異なり、

深刻な格差を孕んでいた。またその格差は、中華人民共和国成立以降、単位制度をはじめとする一連の国家政策によって生み

出され、改革開放・市場経済化の中で一層拡大してきたものであった。現在の国家政策の恩恵に浴しているのは「単位社区」

に居住する富裕層のみであり、彼・彼女達は高額の年金を受給し、公費医療等の優遇政策も享受しえていた。一方、「混合型

総合社区」に居住する貧困層、および民立民営施設に入居する中間層は深刻な問題に直面し、問題解決の展望が見えにくい状

況におかれていた。

キーワード：高齢者福祉　家族扶養　格差　単位　社区　中国
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の中で農村の経済格差・地域的特性をふまえた高齢者の実態につ

いてはすでに、劉４の貴重な実証研究がある。しかし都市の実態

はまったく未解明である。そこで本稿は都市に焦点をあて、高齢

者の生活と意識の実態を明らかにし、問題を考察したい。

２．調査対象の選定

（１）調査対象地

　従来、中国の都市における高齢者問題の調査研究は、北京・上海・

大連など、東部・沿海部の大都市を主なフィールドとして行われ

てきた５。一方で、西部・内陸部の実態把握は、立ち遅れている。

東部・沿海部の都市に注目が集まったのは、そこで高齢化が最も

顕著に進み、市場経済化・経済発展に伴う社会構造の変化が最も

ドラスティックに進んできたからであろう。しかし、現代中国に

おける都市は、決して東部・沿海部だけではない。西部・内陸部

の都市の社会構造やそこでの高齢者の生活実態は、単に東部・沿

海部のそれの「後追い」であるとは限らない。西部・内陸部の都

市の固有の歴史・社会的背景をふまえ、そこに居住する高齢者の

実態を正確に把握しておくことは、今後の都市間比較研究も視野

に入れた時、特に重要な意味を持つであろう。

　本研究では、調査対象地として、西部・内陸部における最大の

中核都市・西安市を選定した。

　西安市は、3100 年の歴史を有し、13 の王朝が都をおいた古都で、

現在は陝西省の省都でもある。近代、とりわけ 1949 年の中華人

民共和国成立以降、西安市は、東部・沿海部の大都市とは明らか

に異なる歴史的展開を辿ってきた。すなわち東西冷戦の下、中国

政府は、主に国防の観点から軍事産業をはじめとする基幹的重工

業を西部・内陸部に大規模に移転させた。そのため西安市は、航

空・機械製造、エネルギー産業の一大集積地となった。またこれ

を基礎に近年では、ＩＴ産業、バイオ産業、そして古都の歴史を

生かした観光産業も活性化しつつある。1992 年、西安市は中国

政府によって「開放都市」に指定され、ユーラシア大陸の交通結

節都市と位置づけられた６。総じて西安市は、海運で世界市場と

ネットワークされた東部・沿海部の「世界都市」化とは若干異な

る産業構造をもち、しかも中国政府の強力な政策・政治戦略によ

り、ユーラシア大陸の中核都市＝中国固有の内陸型大都市として

の道を歩んできたといえよう。

図－ 1 中国（北京・上海・大連・西安）

　西安市でも、高齢化は着実に進んでいる。中国第６回人口セン

サスによれば、2010 年時点の西安市の総人口は 846 万人であり、

65 歳以上の人口比率は 8.5％で、北京市の 8.7％とほぼ同水準に

達している。

（２）調査対象地の地域的特性と研究方法

　さて、現代中国の都市には、社区と呼ばれる地域コミュニティ

がある。社区にはそれぞれ地域的特性があり、実際に果たしてい

る役割も地域毎に異なる。そして社区の地域的特性については、

長田７の貴重な研究がある。それを参考にすれば、中国の都市に

は少なくとも４タイプの社区がある。

　まず第１は、「単位社区」である。改革開放以前の中国の都市

では、大規模な国有企業等を核として、政治・行政・経済・生活

を一元的に統括する単位８と呼ばれる社会組織が大きな影響力を

もっていた。「単位社区」は、改革開放以前に、この単位を基礎

として設立され、今もなお単位が根強い影響力を保っている社区

である。「単位社区」には現在も富裕層が多く居住しており、住

民の定住性が最も高い。

　第２は、「商品住宅社区」である。これは改革開放以降、都市

再開発や郊外開発・不動産の私的購入に伴って新たに成立した社

区である。ここには、不動産を購入して新たに移住してきた富裕

層、および土地の売却・立ち退きの代償として住宅を分配された

在来住民という二層構造がみられる。

　第３は、「混合型総合社区」である。これは改革開放以前から、

中小零細規模の国有企業、および国有企業より不安定な集体企

業９の労働者が居住してきた社区である。統一的な単位ではなく、

街道弁事処（行政の末端組織）・居民委員会（住民による自治組織）

が緩やかに統括している。従来から都市に居住してきた下層労働

者・貧困層が、今も定住している。近年、一部で再開発等に伴う

住民の移動がみられるが、住民の定住性は比較的高い。

　そして第４は、「都市外縁社区」である。これは、新たに都市

に流入してきた出稼ぎ農民によって形成された社区である。多く

の場合、都市の外縁に位置し、住民に貧困層が多く、流動性が最

も高い。住民には若年層が比較的多いが、近年ではこうした社区

においても一部で高齢者の扶養・介護の問題が指摘されている。

　以上の各社区のタイプは、経済階層の格差と密接に相関してい

る。ただし、単に経済水準だけでは割り切れない地域の成り立ち・

行政的位置づけの違いも伴っている。当然、そこに住む高齢者の

生活・意識の実態も異なると考えられる。

　同時にまた、高齢者の生活・意識を考える際、在宅生活者と施

設入居者の違いも重要であろう。施設も設置運営形態によって、

公立公営、公立民営、民立民営等がある。各施設の状況は、入居

高齢者の経済階層によっても大きく異なる。

　以上をふまえ、本研究では、2011 年７〜８月に西安市において、

60 歳以上の高齢者・26 名に対する面接聞き取り調査を実施した。

対象地域として選定したのは、①富裕層が多い「単位社区」のＡ

社区（９名）、②貧困層が多い「混合型総合社区」のＢ社区（10 名）、

そして③中間層が入居する民立民営施設のＣ施設（７名）である。

なおそれ以外の「商品住宅社区」・「都市外縁社区」・公立公営施設・

公立民営施設等の実態把握は、今後の課題とする。
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　本調査研究の基礎となる方法論は、鈴木栄太郎・布施鉄治等、

日本の地域社会学の伝統の中で培われてきた生活過程分析に基づ

く社会変動論である 10。これは、対象者諸個人の生活史・生活過

程・社会諸関係・社会意識をできるだけトータルに把握し、マク

ロな歴史・社会構造変動との関連で考察する方法である。この方

法論においては、あらかじめ質問項目や回答選択肢を固定した大

量観察のアンケート調査はなじまない。対象者の生活・意識をトー

タルに把握する上で最低限必要な約 60 問ほどの質問項目につい

て確実に聞き取るだけでなく、調査の現場で多岐にわたる質問を

臨機応変に重ね合わせ、参与観察も実施し、質的事実を浮き彫り

にすることが不可欠となる。またこの方法論においては、調査対

象者との信頼関係も重要な意味をもつ。そこで本研究における調

査対象者は、主に各社区・施設の責任者や住民自身による紹介に

基づく機縁法で選定した。調査に際しては、目的・用途を説明し、

写真掲載も含めて当事者の承諾を得た。本稿で紹介する事例・対

象者の発言はすべて匿名とした。もとより調査対象者の発言は中

国語でなされ、日本語に翻訳したものである。

３．調査対象者の生活と意識－その全体的特徴

　ではまず、調査対象の高齢者全体に共通する特徴をみていこう。

　まず第１に、対象者のこれまでの人生の歩みにおいて極めて大

きな特徴は、地域移動経験の多さであった。故郷を離れて他省に

移動した経験をもつ対象者は、26 名のうち 22 名に達する。また

18 名は、陝西省以外の出身である。東部・沿海部の大都市では、

人口流入は 1980 年代の改革開放以降に急増し、したがって流入

者の多くは現在、若年層または中年層である。しかし西安市の場

合、高齢者においても流入人口が大きな位置を占める。すなわち

改革開放以前から大規模な地域移動を経験し、西安市に流入して

きたのである。もちろん現在の中国の公式統計で、世代別の地域

移動経験の有無に関する都市間比較を行い、この事実を裏付ける

ことは難しい。しかし今回の高齢者への面接調査で確認しうる大

きな特徴の一つは、こうした地域移動経験の多さであった。

　ここには、西安市が内陸部に位置することに根ざす２つの背景

がある。

　１つは、日中戦争時代、西安市には日本軍の進駐が辛うじて及

ばなかった。そこで 1940 年代前半、日本軍に蹂躙された東部地

域から、多数の避難民が西安市に流入・移住した。現在の西安市

の高齢者には、そうして故郷を離れ、西安市に流入してきた人々

が少なくない。ある対象者は、「私の子供の頃のことを言うと、

泣きたくなる。とても可哀そうだ。河南省に生まれ、すぐに父親

が死んだ。10 歳の頃、抗日戦争で蒋介石が実施した『堤防決壊

作戦』11 が引き起こした大洪水で、母親も餓死してしまった。孤

児になった私は誘拐され、西安市に売り飛ばされた」と語る。

　もう１つは、1960 年代の東西冷戦時代、中国共産党の政策に

基づき、軍需産業をはじめとする重工業が沿海部から内陸部に大

規模に移転された。またこれに伴い、多くの技術者・労働者が中

国全土から西安市に配置転換・移動させられた。こうして移動し

てきた人々も現在、西安市で高齢者となっている。ある対象者は、

「学校卒業後、黒龍江省のハルビン航空工業公司に配属され、そ

こで８年間働いた。文化大革命時、毛沢東の『三線支援（過疎地

支援）』で雲南省貴州市に派遣され、９年間働いた。その後、陝

西省南部にある漢中市に派遣され、最後に偶然、西安市に配属さ

れた」と語る。

　このような高齢者における地域移動経験・流入人口の多さは、

伝統的な血縁・地縁―とりわけ兄弟姉妹・甥姪等、傍系親族―に

よる在宅介護機能が、西安市においては東部・沿海部の大都市に

比べると弱い可能性を示唆している。一般に中国では、直系親族

（親子）だけでなく、傍系親族が多数同じ都市に居住し、有形無

形の相互扶助を行っている場合が多い。しかし西安のように高齢

者自身が他地域から流入した場合、傍系親族が遠隔地に居住して

いるケースが多くなると考えられる。

　そして第２の特徴として、伝統的な血縁等による扶養・介護は

かなり弱体化している。しかし高齢者の生活と福祉が、実際には

依然として家族、とりわけ子供（直系家族）によって支えられて

いることもまた事実である。（表－１）

　すなわちまず、対象者の生活実態をみると、長男が高齢者と同

居して扶養するといった伝統的な「養児防老」の慣習は、すでに

ほとんどみられない。特に西安市は重工業都市であり、改革開放

以降の市場経済化に伴う国有企業の倒産・失業等の影響が、東部・

沿海部の大都市以上に深刻であった。こうした事態が最も深刻化

したのは 1990 年代である。1998 年時点の陜西省のレイオフ率は

11.5％と全国平均並だが、転職率は 36.5％と全国平均の 50.2％を

大きく下回り、全国最下位であった 12。したがって本調査の対象

者は定年退職以前に厳しい雇用状況にさらされた。また彼・彼女

達の子供達の世代も、安定した雇用・生活を確保することが難し

かった。もとより後述する如く、対象者の中でも居住地・経済階

層毎に、家族・子供による扶養・生活支援の状況はさまざまであ

る。しかし全体として西安市では、東部・沿海部の大都市と比較

しても、子供が高齢者を扶養しうるために必要な安定した雇用環

境が乏しかったといえよう。本調査の対象者も、多くは子供と別

居しており、「子供・家族に期待・要望することは何もない」と

考えている。

表－ 1　全体に共通する諸特徴
居住地 A 社区 B 社区 C 施設 計

子供

同居

別居

なし

3

6

0

4

5

1

0

6

1

7

17

2

家族への要望
なし

あり

7

2

7

3

6

1

20

6

子供からの援助
あり

なし

8

1

9

1

5

2

22

4

悩みの相談相手
子供・家族

その他

9

0

9

1

5

2

23

3

子供に援助

（MA）

息子

娘

なし

8

4

0

6

2

3

2

3

3

14

9

6

財産相続

息子優先

息子・娘平等

なし・その他

5

1

3

4

2

4

2

2

3

11

5

10
資料 : 実態調査より作成。
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　しかしその一方、家族・子供が依然として高齢者の生活に大き

な役割を果たしていることもまた、事実である。調査対象者の多

くは、子供から食品・品物・金銭等、何らかの経済的援助を受け

ている。悩みの相談相手も、子供・家族に限られている。傍系親族・

地縁関係の役割は、ほとんどみられない。また対象者の意識の中

では依然として「重男軽女（男児重視）」の思想・慣習が色濃く

維持されている。対象者が子供に何らかの支援を行ったり、ある

いは財産相続する際、娘より息子の方を優先している。「娘は結

婚すると、撒いた水のようなもの（縁が薄い）」、「息子は跡継ぎ・

後継者」といった声も頻繁に聞かれる。

　このような子供とのアンビバレントな関係性もまた、居住地域・

経済階層毎に濃淡の差はあれ、対象者全体に共通してみられる特

徴であった。

４．経済階層・居住地別の特徴

　さて、調査を実施した２つの社区と１つの施設における高齢者

の生活・意識には、それぞれ明らかな違いがみてとれる（表－２

〜５）。

　以下、その実態を詳述しよう。

表－２　高齢者の基本属性
居住地 A 社区 B 社区 C 施設 計

学
歴

不就学

夜校

小学

中学

高校・中専

1

0

0

2

6

1

5

1

1

2

0

3

2

0

2

2

8

3

3

10

勤
務
先

大型国有企業

中小国有企業

集体企業

その他

8

0

0

1

2

0

6

2

3

3

1

0

13

3

7

3

職
種

専門職・管理職

一般労働者

その他

8

1

0

0

7

3

0

7

0

8

15

3

年
金
月
額

3000 元以上

2000 － 3000 元

1000 － 2000 元

1000 元未満

なし

7

1

1

0

0

0

1

4

4

1

0

0

7

0

0

7

2

12

4

1

生
活
の
満
足

とても満足

やや満足

どちらともいえない

やや困難

とても困難

6

2

0

1

0

1

2

2

3

2

3

2

2

0

0

10

6

4

4

2
資料 : 実態調査より作成。

表－３　子供の基本属性
居住地 A 社区 B 社区 C 施設 計

学
歴

大学・大専

高校・中専

中学

不明

19

3

0

0

2

23

2

4

5

7

0

7

26

33

2

11

職
種

専門職・管理職

一般労働者

その他有職

不明

14

7

1

0

3

15

6

7

0

12

7

0

17

34

14

7

雇
用
形
態

正規

非正規

自営業等その他

不明

19

2

1

0

14

6

0

11

9

3

7

0

42

10

9

11

居
住
地

西安市

その他陝西省内

陝西省以外

6

8

8

26

4

1

16

0

3

48

12

12
資料 : 実態調査より作成。

表－４　子供との関係
居住地 A 社区 B 社区 C 施設 計

子
供
人
数

4 人

3 人

2 人

0 － 1 人

0

5

3

1

5

3

1

1

2

3

1

1

7

11

5

3

接
触
頻
度

週１回以上

月１－２回

年に数回

あまり会わない

子供なし

4

0

3

2

0

2

6

1

0

1

2

3

1

0

1

8

9

5

2

2

子供

心配

（MA）

子供自身の問題

自分が負担になる

なし

子供なし

3

0

6

0

7

4

1

1

2

3

3

1

12

7

10

2
資料 : 実態調査より作成。

表－５　養老・扶養に関する意識
居住地 A 社区 B 社区 C 施設 計

扶養の

責任（MA）

高齢者自立

子供

行政・政府

その他

5

2

5

0

5

5

7

1

5

1

3

0

15

8

15

1

子供の

扶養責任

責任あり

責任なし

その他

4

5

0

6

1

3

1

3

3

11

9

6
社区・施設

への改善要

望

あり

なし

その他

3

5

1

5

0

5

6

1

0

14

6

6
資料 : 実態調査より作成。
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（１）Ａ社区：「単位社区」　

　まず、「単位社区」のＡ社区である。

　Ａ社区に居住する対象者の多くは高校・中専卒以上と高学歴で、

安定した大規模な国有企業に配置され、管理職・専門職として勤

務し、定年退職して現在に至っている。元の勤務先の国有企業は

今も繁栄しており、Ａ社区の高齢者の多くは月額 3000 元以上の

年金を受け取っている。西安市の高齢者の平均年金額は 1879 元

であるので、Ａ社区のそれは約２倍に達している 13。

　彼・彼女達の子供は３人以下と、比較的少ない。子供達の多く

は大学卒で、現在は専門職・管理職として勤務している。しかし、

子供達の多くは東部・沿海部の大都市や海外に流出しており、同

じ西安市内に居住する子供は少ない。そこで、高齢者と子供との

日常の接触頻度は極めて少ない。またＡ社区の高齢者は、子供の

ことをあまり心配していない。子供への要望も特になく、双方の

自立性が強い。あるＡ社区の対象者は、「娘は大学卒業後、北京

の航空研究所に就職した。息子も北京にいて、給料が良い。遠い

から、正月などしか西安には帰れない。でも私と妻はたまに北京

に行き、長ければ半年位、そちらで過ごすこともある」と語って

いる。またＡ社区の高齢者は経済的に余裕があるため、介護・支

援が必要な時も子供を頼らず、「鐘点工（家政婦）」を雇用してい

るケースもみられる。

　さらにＡ社区は、大規模な国有企業の「単位社区」であるため、

住民はほとんど元の職場の同僚である。しかも改革開放以前から

当地に定住し、移動も少ないため、住民間の連帯感が強い。ここ

には、高齢者の生活保障の専門組織（「離退休弁」）が設置され、ゲー

ム・交流の場としての活動室、老人活動センター、運動場、老年

大学などがあり、団体活動も活発である。「昔、合唱サークルに

参加していた。今、時間があれば、活動室で新聞を読んだり、将

棋をしたりする」などの声も聞かれる。

　そしてＡ社区のもう１つの特徴は、元の職場に社内病院があり、

公費医療が維持されていることである。中国では 1980 年代後半

から医療にも市場原理が導入され、公費医療はほとんどみられな

くなった。しかしＡ社区の国有企業は「国家経済の基幹重点分野」

に指定され、異例の扱いを受けることができた。現在でも当該企

業の従業員・退職者、およびその家族は、社内病院で最高でも８％

のみの個人負担で診察を受け、薬を購入できる。Ａ社区の高齢者

は、「食堂と学校はすべて民営化されたが、病院だけは守った。

企業の責任者のおかげだ。他のいくつかの有力な国有企業と連携

して、病院だけは民営化しないよう政府にうまく働きかけた」と

語っている。

　総じて、Ａ社区に住む高齢者は、生活満足度が最も高く、悩み

はほとんどない。一部に健康にかかわる悩みがあるが、それは保

健・保養に関する悩みであり、切迫した医療・治療費等に関する

悩みではない。福祉に関する行政への要望も一応はあるが、「自

分達には問題はないが、貧しい人のためには福祉も必要」、「行政

による在宅サービスがあれば、もっとありがたい」といった言葉

に示されるように、必ずしも自らの切迫した要求ではない。社区

への要望も比較的少ない。

写真－１　A 社区の住宅環境

写真－２　A 社区活動室の新聞閲覧室

（２）Ｂ社区：「混合型総合社区」

　次に、「混合型総合社区」のＢ社区についてみてみよう。

　Ｂ社区に居住する対象者は、もともと不就学で、後に働きなが

ら夜間学校で識字を学ぶなど低学歴で、かつて集体企業の一般労

働者として働いてきた。また、かつて非正規雇用、農民、無職だっ

た人もみられる。文化大革命で深刻な被害を受け、現在も生活に

困難を抱えている人もいる。Ｂ社区のある対象者は、「軍隊にい

た時に拘禁されたが、なんとか逃亡した。でも文化大革命が終わ

るまで、ずっと逃亡生活が続いた。その後の人生も、ずっと志を

遂げずにきた。毎月 300 元の生活保護で生活している。生活はき

ついが、なんとか節約すれば、まあまあ生きていける。不平等だ

と思うが、毛沢東時代と比べれば、餓死する恐れがないから、ま

だましだ」と語っている。

　Ｂ社区の高齢者がかつて勤務していた集体企業の多くは、改革

開放後、解体・倒産を余儀なくされた。対象者の中にも、リスト

ラによる解雇・失業を経験した人が少なくない。民営化・企業売

却に際しては、幹部の汚職が横行した。そこでＢ社区の高齢者に

は、数年にわたって年金が受給できなかったり、または今も生活

保護を受給して最低限の生活をしている人が少なくない。ある対

象者は、「昔、自転車製造工場で働いていたが、倒産して工場が

売られた。でも、その資金はすべて幹部が横領し、私達一般労働

者は７年間も無収入だった」と語る。「今まで生活保護受給で最
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低限の生活だった。今年、ようやく年金を受給できたが、金額は

680 元しかないので苦しい」14 といった声も聞かれる。

　さらにここでは、医療の市場化に伴い、医療費が莫大な負担と

なっている。Ｂ社区では、病気になっても診療を受けられない人

が多い。「病気はたくさん持っているが、病院にはあまり行かない。

行ったらお金がかかる。入院は絶対嫌だ。とても支払えない」と

語るケースもある。

　Ｂ社区の高齢者は、子供が３人以上と比較的多い。子供達も地

元に居住しており、子供との交流は比較的頻繁である。ただしそ

うした子供達もまた、文化大革命の影響で学歴が低く、ほとんど

が非正規雇用を含む一般労働者または失業者で、経済的に豊かで

はない。「息子はリストラされ、非正規雇用で働いている」、「孫

はもう結婚適齢期だが、息子も孫も金がないので、結婚できない。

息子はとても困っている」、「息子は孫の教育費を稼ぐため、四川

省に出稼ぎに行くと言っている。行かないでほしいが、経済的に

苦しいのもわかるので引きとめられない」と語るケースもある。

　そこで、Ｂ社区の高齢者は、子供の経済状況を心配し、「子供

に負担をかけたくない」と考えている。「息子に迷惑をかけたく

ないから、できるだけ病気にならないように、いつも気をつけて

いる。入院したら、お金がかかるし、また看護してもらわないと

いけないから」と語るケースもある。また家族・子供に「同居・

老後の面倒をみること」を期待するしかないが、しかしそれを期

待できないといった葛藤の中で、行政の福祉に対する期待を強く

もっている。

　またＢ社区は、1980 年代に建設された団地が多く、建造物の

老朽化が進み、住宅環境・条件も劣悪である。住民の連帯感も希

薄である。「友達なんかいない。隣と会ったら挨拶はするが、深

く付き合っていない。10 年も隣に住んでいるが、お互いに家ま

で伺ったこともない」と語るケースもある。またＢ社区には、活

動室・運動施設もなく、団体活動もない。「趣味がない。アパー

トの入口で座ることだけが趣味だ。足が悪いから、遠くまでいけ

ない。毎日ご飯が終わると、入口で誰かとおしゃべりをする。誰

もいなければ、座るだけで、黙って一日を過ごす」との声も聞か

れる。社区に対する改善の要望は多いが、その反面、「要望して

も無駄。改善されない」といった諦観も蔓延している。

　総じてＢ社区では、健康・経済的貧困・住宅の不便・孤独等、

多様で深刻な悩みが広がっており、生活満足度は最も低い。

（３）Ｃ施設

　最後に、民立民営の高齢者施設・Ｃ施設についてみる。

　Ｃ施設は、2004 年に建築された３階建ての建物である。社区

はなく、Ｃ施設が事実上、１つのコミュニティとなっている。

　Ｃ施設の高齢者は小学校・夜間学校卒など低学歴で、かつて中

小規模の国有企業の一般労働者であった。経済的にはやや貧困で、

高額の医療費に悩む人も多い。ただし、Ｂ社区の高齢者に比べれ

ばややゆとりがあり、月額 1000 〜 2000 元の年金を受給している。

そこで、Ｃ施設の入居費・月額 860 元も自己負担できるのである。

　Ｃ施設の高齢者の子供の状態は、Ｂ社区のそれと似ている。す

なわち子供は３人以上と多く、文化大革命の影響で子供達の学歴

は低い。農村に「下放」された子供もいる。現在、子供達は地元

企業の一般労働者、または露店を含む零細な自営業者として働い

ており、経済的に苦しい状況にある。

　Ｃ施設の高齢者は、Ｂ社区のそれと同様、子供の経済状況を心

配し、「子供に負担をかけたくない」と考えている。しかしＢ社

区とは異なり、Ｃ施設の高齢者は、子供に依存せず、Ｃ施設（介

護の社会化）を頼りにすることができている。「身体はまだ大丈

夫だが、だめになったら別の施設を息子に探してもらう。絶対に

息子と一緒に住みたくない。迷惑になるから」と語るケースもあ

る。

　Ｃ施設の居住環境は、必ずしも良好とはいえない。１部屋 15

平米に２人が住み、ある対象者は「一見、きれいに見えても中身

はボロボロ。私の部屋には壁の漆喰がいっぱい落ちている」と語

る。室内にはベッドとタンス、テレビがあるが、故障している場

合も少なくない。「何度も修理を申請したが、ずっと無視されて

いる」と語る対象者もいる。エレベーターがないので、足が悪く

なると昇降にも支障が出る。風呂もトイレも共用で、清潔とはい

えない。食事は、500 メートルほど離れた食堂で食べる。全員が

一律のメニューで、魚の骨なども処理されていないため、注意が

必要である。衛生・栄養面でも十分とはいえない。施設の環境、

 
写真－３　B 社区の住宅環境 1

写真－４　B 社区の住宅環境 2
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および介護員の専門性に対しては、入居者から多くの不満が聞か

れる。「道路は雨が降ると、水がたくさん溜まる。庭の手入れも

不十分で、雑草がたくさん生え、夏はコオロギや蝉が多くてうる

さい。近くの工事現場の騒音もあり、夜も眠れない」、「介護員は

ほとんど農村出身の主婦で、ろくな教育を受けていない。専門能

力も足りない」などは、その一端である。

　しかしそれでも、Ｃ施設の入居者は、総じていえば現状に満足

している。彼・彼女達はＣ施設に入居する以前から、貧しい生活

をしてきた。それに比べれば、Ｃ施設では衣食住は完全に保証さ

れている。また組織的な娯楽・学習活動も活発で、施設入居者の

中に交際相手もたくさんいる。彼・彼女達は、「金持ちと比べたら、

生活はかなり苦しいが、昔と比べたら、今の生活は 100 倍以上い

いと思う。他人と比べず、過去と比べればいい」、「いろんな活動

がある。月曜日はモデル班、火曜日は合唱班、水曜日は演劇班、

木曜日は舞踊班、金曜日は読書班、土曜日は交流会。好きなもの

を選べる。私はモデル班に参加している。モデルのように、おしゃ

れな服を着て、ショーをするのは昔想像もできなかった」などと

語っている。

　

５．総括

　以上の調査結果をふまえると、中国政府が提唱する「５つの権

利」―①扶養、②医療、③社会参加・生きがい、④生涯学習、⑤

趣味・娯楽について、すべてが実際に保障されているのは、富裕

層が多いＡ社区の高齢者のみといわざるを得ない。貧困層が多い

Ｂ社区の高齢者は、いずれの権利も不十分である。経済的中間層

が入居するＣ施設では、③社会参加、④生涯学習、⑤趣味・娯楽

については基本的に実現され、①扶養も一定の水準には達してい

る。しかし①扶養には依然として問題があり、②医療の問題は深

刻である。

　こうした都市内部での格差は、直接には、1980 年代以降の改

革開放・市場経済化の中で拡大・顕在化してきた。しかし、その

基礎にあるのは、高齢者の生活史に即してみれば、1980 年代以

前の職場（単位）の違い、および戦争・職業配置・文化大革命な

ど国家政策の影響にほかならない。それらは、個々人の努力・能

力の差に解消できない社会的・構造的な格差といえよう。改革開

放以前にも、中国の都市には単位制度に基づく格差が厳然として

存在していた。それが、改革開放・市場経済化の中で、さらに拡

大したのである。改革開放以前は平等だったという言説は、一種

の幻想といわざるを得ない。また改革開放以降の格差も多くの既

得権益に支えられたものであり、市場経済・自由競争によってまっ

たく新たに生み出されたわけではない。

　こうした中で、国家政策の恩恵に浴したのは、Ａ社区のような

富裕な高齢者だけであった。彼・彼女達は、高額の年金を受給し、

市場経済化のメリットを享受している。それだけでなく、公費医

療や娯楽施設のような非市場的な優遇措置も確保している。これ

に対し、貧困層が居住するＢ社区、および中間層が入居するＣ施

設の高齢者は、医療・年金制度にも大きな問題を抱えている。

　以上をふまえると、中国の都市に住む高齢者の生活や意識の実

態に、経済階層・地域的特性が大きな影響を与えていることは明

らかであろう。今後、より多様なタイプの地域・施設も視野に入

 写真－５　C 施設の住宅環境

写真－６　C 施設での娯楽風景

写真－７　C 施設の室内
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れ、さらに調査研究を進めることを課題としたい。
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